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学
生
協
」
が
12
生
協
、
企
業
等
の
社

員
の
福
利
厚
生
に
関
わ
る
事
業
を
行

う
「
職
域
生
協
」
が
２
生
協
、
共
済

等
の
保
証
事
業
を
行
う
「
共
済
生

協
」
が
２
生
協
加
盟
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
生
協
は
、
消
費
者
の

暮
ら
し
に
関
わ
る
様
々
な
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
大
阪
府
内
で
は
平
均

で
、
世
帯
の
３
軒
に
１
軒
は
、
地
域

生
協
の
組
合
員
と
い
う
状
況
で
す
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
先
の
生

協
の
事
業
種
別
に
よ
り
、
そ
の
影
響

随　　想
私
が
所
属
す
る
大
阪
府
生

活
協
同
組
合
連
合
会
は
、
大

阪
府
内
の
33
の
生
活
協
同
組

合
（
生
協
・
コ
ー
プ
）
が
加

盟
し
て
い
る
生
協
の
連
合
会

で
す
。

生
協
と
聞
い
て
多
く
の
人

が
思
い
つ
く
の
は
、
ト
ラ
ッ

ク
で
食
料
品
な
ど
の
配
達
や
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生

協
は
「
地
域
（
購
買
）
生

協
」
と
言
い
、
弊
会
に
は
10

生
協
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
、
診
療
所
や
病

院
で
の
医
療
事
業
や
、
施
設

や
訪
問
等
に
よ
る
介
護
事
業

を
行
う
「
医
療
生
協
」
が
７

生
協
、
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
食
堂
や
、
書
籍
・
文
具

の
売
店
等
を
展
開
す
る
「
大

は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。「
地
域
（
購

買
）
生
協
」
は
、
ご
家
庭
ま
で
食
品

を
届
け
て
く
れ
る
利
便
性
か
ら
、
組

合
員
の
生
協
利
用
が
大
き
く
伸
長
し

ま
し
た
。
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻

り
つ
つ
あ
る
状
況
で
す
。

一
方
、「
大
学
生
協
」
は
、
休
校

や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
普
及
に
よ
り
、

大
学
に
学
生
が
来
な
い
状
況
が
長
く

続
い
た
為
、
厳
し
い
経
営
状
況
と
な

り
ま
し
た
。
事
業
や
人
員
配
置
の
見

直
し
等
に
よ
り
、
何
と
か
局
面
を
乗

り
切
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
授
業
も
対
面
に
戻
り
、

キ
ャ
ン
パ
ス
に
大
学
生
が
戻
っ
て
は

来
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て

大
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
が
変

化
し
、
サ
ー
ク
ル
活
動
等
の
減
少
か

ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス
滞
留
時
間
は
短
く

な
り
、
大
学
生
協
の
利
用
改
善
に
は

繋
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
弊
会
で
は
大

学
生
協
と
共
同
し
、「
生
活
困
窮
す

る
大
学
生
へ
の
食
の
支
援
」
を
行
い

ま
し
た
。
大
学
生
の
主
な
ア
ル
バ
イ

ト
先
で
あ
る
飲
食
店
が
営
業
規
制
等

で
バ
イ
ト
の
激
減
、
ま
た
親
の
仕
送

り
も
減
少
、
そ
し
て
休
校
や
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
で
友
達
と
も
会
え
ず
に
孤

立
す
る
大
学
生
へ
の
支
援
と
し
て
、

生
協
の
食
品
や
Ｊ
Ａ
さ
ん
の
協
力
に

よ
る
大
阪
産
白
米
を
、
大
学
生
に
提

供
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
11
月
か
ら
２
０
２
１

年
11
月
ま
で
４
回
実
施
し
、
の
べ
１

万
人
の
大
学
生
を
支
援
し
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
６
月
か
ら
は
、
Ｊ
Ａ
さ

ん
か
ら
大
阪
産
白
米
を
、
大
阪
府
漁

連
さ
ん
か
ら
、
大
阪
湾
で
獲
れ
た

じ
ゃ
こ
や
シ
ラ
ス
を
、
弊
会
が
購
入

し
大
学
生
協
に
提
供
、
大
学
生
協
食

堂
で
安
価
な
メ
ニ
ュ
ー
で
提
供
す
る

方
法
に
変
更
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

大
阪
産
の
お
米
や
、
大
阪
湾
で
獲

れ
た
お
魚
、「
お
お
さ
か
も
ん
」
を

知
っ
て
食
べ
る
地
産
地
消
の
取
り
組

み
と
し
て
、
ま
た
、
農
協
、
漁
協
、

生
協
な
ど
協
同
組
合
を
知
っ
て
も
ら

う
機
会
と
し
て
、
今
後
も
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

大
阪
産
で
大
学
生
の
食
を
支
援

「
協
同
組
合
」を
知
る
機
会
に
も

大
阪
府
生
活
協
同
組
合
連
合
会

事
務
局
長

小
山

正
人

◇
筆
者
の
紹
介
（
こ
や
ま

ま
さ
と
）

１
９
６
５
年
埼
玉
生
ま
れ
、
大
阪
育
ち
、
奈

良
在
住
。
１
９
８
４
年
大
阪
い
ず
み
市
民
生
活

協
同
組
合
に
就
職
、
２
０
０
８
年
大
阪
府
生
活

協
同
組
合
連
合
会
に
移
籍
。
現
在
に
至
る
。

大
阪
府
は
８
月
18
日
に
ぶ
ど
う
エ

キ
ス
ポ
２
０
２
３
＠
て
ん
し
ば
を
開

催
。
大
阪
オ
リ
ジ
ナ
ル
ぶ
ど
う
の
新

た
な
愛
称
を
「
虹
の
雫
」
に
決
定
し

た
こ
と
を
発
表
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
呼
称
は
「
ポ
ン
タ
」。

約
50
年
前
に
大
阪
府
農
林
技
術
セ
ン

タ
ー
（
現（
地
独
）大
阪
府
立
環
境
農

虹
の
雫
は
巨
峰
系
統
の
３
倍
体
ブ

ド
ウ
で
糖
度
が
高
く
芳
醇
な
香
り
が

特
徴
。
黄
緑
色
、
黄
色
、
薄
紅
色
と

収
穫
時
期
に
よ
っ
て
色
が
変
わ
っ
て

い
く
珍
し
い
ブ
ド
ウ
だ
。

当
日
は
試
食
も
実
施
し
た
。
原
田

環
境
農
林
水
産
部
長
は
「
新
た
な
愛

称
『
虹
の
雫
』
を
覚
え
て
い
た
だ
き
、

ぜ
ひ
周
り
の
方
々
に
美
味
し
さ
を
伝

え
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

（
田
村
）

林
水
産
総
合
研
究
所
）
が
大
阪
独
自

品
種
の
開
発
に
着
手
し
、
紆
余
曲
折

を
経
て
平
成
30
年
に
品
種
登
録
さ
れ

た
。府

は
本
格
的
な
普
及
に
取
り
組
む

に
あ
た
り
、
新
た
な
愛
称
を
一
般
公

募
。
７
０
０
通
超
の
応
募
の
中
か
ら

「
虹
の
雫
」
が
選
ば
れ
た
。
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大
阪
オ
リ
ジ
ナ
ル
ぶ
ど
う

新
愛
称
「
虹
の
雫
」
に
決
定

府は今後「虹の雫」の本格的な普及に
取り組む　　　　　　　　　　　　

（写真提供・大阪府環境農林水産部農政室）


